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 2) メキシコ先住民の祖先が東方から船で渡って来た可能性を示唆している。 
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アメリカ語彙集』は大西洋の対岸で使われるようになったスペイン語の新たな用例を
集めているが、そこにも「クリオーリョ」の項目がある。1568～99 年の文献から採






おそらく最初の例の 1 つは、フワン・ロペス・デ・ベラスコ（1530/40?～98 年）の











は 1562 年に次のように言っている。 
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祭には言葉ができる人はほとんどいない。しかし、クリオーリョは一般















ョ」が出てくるのは 1 通だけである。それは同副王が退任直後の 1604 年に認めた教
会政策に関する報告書(11)で、そこには 20 回以上も登場する。ところがそれ以外の書
簡では、「同王国（ヌエバ・エスパーニャ）の征服者や初期入植者の子孫など当地で
生まれた人たち（los naturales della, hijos y descendientes de los conquistadores y 









いた(13)。スペイン人入植者には在俗司祭 clero secular が司牧し、先住民への布教活
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って 12 年後の 1536 年には、メキシコ在住のフランシスコ会修道士は 60 名おり、帰
国した者が 20 名、物故者も 20 名いた(20)。その後、ヨーロッパからの修道士補給は決
してコンスタントでも十分でもなかったが、メキシコにおける修道会の規模はみるみ
る拡大していった。17 世紀初頭になると、フランシスコ会は 6 つの管区で構成され、
およそ 200 の修道院を有し、800 人以上の修道士を抱えていた。ドミニコ会の 3 つの
管区には 90 の修道院があり、400 人の修道士がいた。アウグスティヌス会は 2 つの




フランシスコ会の場合、1570 年代にはまだ、2～3 年に 1 度の割でほぼ 25 人ずつ修
道士が派遣されていたが、79 年 8 人、84 年 6 人、96 年 18 人と回数も規模も減少の
一途をたどった。16世紀の最後の 30年間に団体派遣された総計は 164名であった(23)。
それに対し、メキシコ市のフランシスコ会修道院で誓願した修道士の数は 1570 年代
140 名、80 年代 150 名、90 年代 162 名で計 452 名となり、本国から来た修道士のお
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た。フランシスコ会では現地で入会した人たちを「管区の子 hijos de provincia」と呼
び、クリオーリョもそこに含まれていた。 
 アウグスティヌス会の場合、本国から来た修道士は 1533～64 年までに 177 名、70
年代には 40 名、80 年代、90 年代は 1 回ずつでそれぞれ 3 名、12 名であった。他方、
メキシコ市のアウグスティヌス会修道院で誓願した人は、1537～69 年に 233 名、70
～78 年に 111 名、79～93 年の史料は欠落しているが、94～99 年に 87 名であった。
やはり現地調達された修道士が圧倒的に多くなっている(25)。 
 このように 16 世紀の後半に修道士の出身地にアンバランスが生じると、少数派の
ガチュピンが会の要職(26)を独占していることに「管区の子」たちは不満をもち始める。
3 年ごとに開かれる管区総会では「管区の子」集団が数に物を言わせるようになり、
1564 年にはフランシスコ会管区長に初めて「管区の子」が選ばれた。それが第 13 代
管区長のディエゴ・デ・オラルテ師で、コルテス軍で活躍したコンキスタドールから
修道士に転身した経歴の持ち主である。その後も 16 代、17 代、20 代、さらに第 22












の推移を見ると、16 世紀最後の 30 年間にはペニンスラールが 400 人（73%）で、ク
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表１ メキシコとプエブラ両市のフランシスコ会修道院での入会者 
年代 総計 Cri. Peni. 年代 総計 Cri. Peni. 
1600 - 1609 254 72 182 1650 - 1659 204 163 41 
1610 - 1619 252 150 102 1660 - 1669 174 142 32 
1620 - 1629 188 114 74 1670 - 1679 330 303 27 
1630 - 1639 221 118 103 1680 - 1689 199 174 25 
1640 - 1649 249 181 68 1690 - 1699 219 165 54 




管区長を出す二交代制 alternativa の導入で妥協し、1611 年にはエルナンド・ドゥラン
師がクリオーリョとして初めて管区長に選出された(30)。チマルパインもこの出来事を
『日記』に綴っている。わずか数行に 3 度も「クリオーリョ」という言葉を登場させて。 
 Axcan sábado yc 29 mani metztli henero de 1611 años, yhquac  
capítulo mochiuh nican Mexico S Franco; yehuatl provincial mochiuh yn 
padre fr Hernando Durán Cuitlaxcohuapan ychan criyoyo. Quin huel yuhti 
axcan criyoyo nican otlacat ypan Nueva España provincial omochiuhca yn 
ompayc ye yzqui xihuitl ahcico achto matlactlomome padreme S  
Franco nican Nueva España, ca çan oc moch huitze Castilla yn 
omochiuhtinenca provinciales yn ipan izquitetl capítulo onhualmochiuhtia; 
auh ca quin axcan ypan in yn omoteneuh capítulo onpeuh ontzintic ynic huel 
provinciales mochihuazque criyoyos yn nican tepilhuan Nueva España S 
Franco teopixque. 
















と比べ地元有力者層との繋がりが強く、16 世紀後半から 17 世紀初めにかけて最もク
リオーリョ化が進んだ修道会となった(32)。この会では早くも 1548 年に「管区の子」
の中から管区長が生まれ、1580 年代初めにはクリオーリョの管区長も選ばれた。そ
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表２ チマルパイン『日記』に登場するクリオーリョ 
 年 名前 役職など 記事の内容 
① 1608 アロンソ・デ・ラ・モタ 司教 ハリスコ司教からプエブラ司教へ 
② フランシスコ・デ・ベラスコ 副王子息 マドリードのコレヒドール、刺殺される 
③ カルバハル博士 聴訴官 グアテマラの聴訴官に 
④ 1609 バルタサル・コバルビアス 司教 オアハカ司教からミチョアカン司教へ＊ 
⑤ フワン・セルバンテス 司教 オアハカ司教に＊ 
⑥ 1610 ペドロ・デ・アグルト 司教 任地のセブで客死；クリオーリョ初の司教 
⑦ 1611 エルナンド・ドゥラン 修道士 フランシスコ会管区長（クリオーリョで初） 
⑧ 1612 （カルバハル博士） 聴訴官 死去 
⑨  フェルナンデス・デ・ベラスコ 判事 着任 
⑩  L・デ・アルセガ・イバルグエン 副王随員 新任副王の随行員として帰国 
⑪ 1613 ヘロニモ・デ・カルカモ 司教 スペインから赴任途上、死去 
⑫ ディエゴ・デ・コントレラス 司教 サントドミンゴ司教に任命 
⑬ 1614 （フワン・セルバンテス） 司教 死去＊ 
⑭  J・サパタ・イ・サンドバル 司教 チアパス司教（アウグスティヌス会） 
⑮ 1615 （ディエゴ・デ・コントレラス） 司教 サントドミンゴ司教として任地へ＊ 
⑯  フワン・デ・サラマンカ 聖歌隊 高齢で死去 
（ ）は 2 度目の言及 
*「クリオーリョ」という語は使わず、「メキシコ市生まれ、この町の子」などと表現している。 
 
① --- Don Alonso. de muta. obispo. xalixco. Guadalajara. --- Ynin yehuatzin 
obispo. huel nican mexico. tlacat. nican tepiltzin. criyoyo mitohua yntech 





③ --- Auh inic omentin nican ohualtequimacoque yehuatl. yn doctor. 
Grauajar. oydor. mochiuh yn ompa audiencia. quauhtemallan. ynin 
totepantlahtocauh catca.yn nican mexico audiencia real. ynin huel nican 
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tlacat. huel nican tepiltzin. mexico. ye quin icel.yancuican criyoyo. oydor. 
omochiuh. ye quin oncan yc pehua yn. ynoydortizque criyoyosme çan niman 
ipan in yn omoteneuh xihuitl ya quauhtemallan yn omoteneuh oydor. 






⑤ --- yn Don Juan de ceruantes. obispo huaxacac. mochiuhtzino. yn o iuh 
macoc teoyotica ytlahtocayo. yc niman oncan mohuicac ynic mohuetzitito. 











り 1608 年から 1613 年までチマルパインは“criyoyo”と綴っていたのに対し、最後
の 2 つの用例⑭と⑯、つまり 1614 年と 1615 年になると“criollo”という、当時の（そ
して今日も）一般的なスペイン語の綴りに変わっている。まさにこの語が定着化する
過渡期にいたと言えよう。 
⑭ --- Don fray Juan çapata y Sandoual Obispo teopixq S. Augustin ompa 
ytequitzin motlalia quimopieliz. yn altepetl ciudad chiapa. ynin nican. 











































































 --- yn cequintin yllihuiz tlaca mestiços mestiças amo techmocuitiznequi 
ynic cequi tezço totlapallo quipia, çan huel moespañolnehnequi, techtolinia 
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ものである。1537 年の騒動(46)に始まり、ついで 1609 年(47)、そして最もスペースを
割いている 1612 年 4 月のもの(48)まである。これらの反乱計画はいずれも未遂に終わ
ったが、他の史料でも確認できる実際の出来事であった。最後の事件ではメキシコ市
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注 






(2) Peter Boyd Bowman, Léxico Hispanoamericano del siglo XVI, p.238.もう 1 例は身元不
詳の人物。 




(4) Fr. Gerónimo de Mendieta, carta al padre comisario general fray Francisco de 
Bustamante, 1562.1.1., Cartas de religiosos, p.28. 
(5) Mendieta al rey, 1574.3.20., Mariano Cuevas, Documentos inéditos del siglo XVI para 
la Historia de México, p.299. 
(6) サアグン、『神々とのたたかい I』、p.147. 
(7) Juan Suárez de Peralta, Tratado del descubrimiento de las Indias（1589 年）なお、引
用文中の「財宝」とは、テノチティトラン入城後、反撃にあったスペイン人が一旦退却する際
に堤道や水路で手放し、失ったもので、征服後、その大捜索が行われた。 
(8) Baltasar Dorantes de Carranza, Sumaria relación de las cosas de la Nueva España, 
p.99. 長いが、原文の一部（イタリックは筆者による）を示す。... viendo lo que cada día se iba 
poblando de españoles la monarquía de las Indias, así de los engendrados y nacidos en ellas, 
descendientes de sus conquistadores y pobladores que en sus principios las descubrieron, 
conquistaron y poblaron, como de los que en el discurso de los años de su descubrimiento y 
conquista han venido y se han ido naturalizando en ellas, casándose y echando raíces y 
dilantado sus linajes, familias y descendencias ... 
(9) 「あるクリオーリョ（新大陸でエスパニャ人の親から生まれたものをあちらではこう呼ぶ）
たちは、この果物が、エスパニャのすべての果物をしのぐと言っていた」。ホセ・デ・アコスタ、
『新大陸自然文化史』、第 4 書、第 25 章、1590 年. 
(10) Las razones e inconvenientes que los Religiosos de las Ordenes Mendicantes..., 
Cartas de religiosos, p.173. 
(11) Carta del Conde de Monterrey sobre el gobierno eclesiástico, abril, 1604 en Los 
virreyes españoles en América durante el gobierno de la Casa de Austria, México II, 
p.216-30. 
(12) Información … sobre el estado en que se encontraba la sucesión de las encomiendas 
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de indios ..., 17 de abril de 1597, Epistolario de Nueva España 13, p.4. 
(13) スペイン王室は 1493 年にはインディアスでの独占的布教権（実質的に領有権）を授与さ
れる一方、布教費用を負担した。その後、1508 年には教皇ユリウス二世から同地域における教
会の保護・監督権（司教などの任命権、教区設定権、十分の一税収入など）を与えられた。こ








て教会に対する王権を強めることを目指した。John Frederick Schwaller, The Church and 
Clergy in Sixteenth-Century Mexico, p.70-109, Francisco Morales, La Iglesia de los frailes, 
p.54-7 
(16) モヤ・デ・コントレラスはその後、副王をも兼任し、帰国後はインディアス枢機会議の
議長を務めた。彼については、Stafford Poole, Pedro Moya de Contreras が詳しい。 
(17) 1565 年、85 年にメキシコで開かれた第 2 回、第 3 回地方公会議では、トリエント決議




チマルパインもこの問題に関して『日記』に記録しており（1583 年、p.28-9 や 1613 年 11 月、
p.352-3）、関心を寄せていたことが分かる。 
(18) スペインから来た修道士はガチュピン gachupín と呼ばれた。この語はとくに 18 世紀に
なると、スペインから来たばかりの人を嘲る時に用いられるが、17 世紀初めには差別語ではな
かった（Francisco Morales, Antecedentes sociales de los franciscanos en México. Siglo 
XVII,p.79.）。 








コ、サカテカスなど 6 つの管区でメキシコや中米をカバーした。 
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(22) 先住民やメスティソの入会が困難だったことについては、前号 p.7 を参照のこと。在俗
化を促進するため、王室は修道士の渡航を制限し始めた。Margarita Menegus, “La iglesia de 
los indios”, p.108-14. 
(23) Francisco Morales, op.cit., p.98. しかも上記の数はメキシコに着いた人数で、到着後に
フィリピンや中米に向かった人も含まれている。 
(24) id. p.94. 
(25) Rubial García, El convento agustino y la sociedad novohispana, 1533-1630, p.13ss. 
ガチュピンの数を増やすため、フィリピンに向かう布教団をメキシコに留めようとする動きも
見られた。 
(26) 管区長 provincial、彼を補佐する 4 人の宗務委員 definidor、主要な修道院の院長 prior
（フランシスコ会では guardián と呼ばれた）など。 
(27) Agustín de Vetancurt, Menologio franciscano, p.149‐51. 
(28) Morales, op.cit. p.99. 




(31) Chimalpáhin, Diario, p.224-5. 以下、用法を問題にしているためナワトル語のテクスト
を、ラファエル・テナ版にもとづき掲載する。なお、テナのスペイン語訳のほか、『日記』は
ロックハート、シュローダーらによる英訳、『日記』以外は UNAM から出ているスペイン語訳
を参考にした拙訳を付した。なお、当時の México は国ではなく、メキシコ市を指した。 
(32) Rubial García, El convento agustino ..., p.68-70. 
(33) ibid., p.252-5. フランシスコ会以外では「管区の子」という表現は使っていないが、
同じようにメキシコで入会した人は他の会にも多くいたので、本稿では会に関係なく適用する。 
(34) Chimalpáhin, Diario, p.368-71 
(35) Carta del Conde de Monterrey, 1604.3., Los virreyes españoles en América durante el 
gobierno de la casa de Austria, México II, p.221. 
(36) Chimalpáhin, Diario, p.134-5, 1608.5.2. イタリックは筆者による。以下同じ。 
(37) loc. cit., 1608.5.29.  
(38) id., p.200-1, 1609.5.3. 
(39) id., p.388-9, 1614.10.11. 
(40) 司教区をしばしば巡察し、グアダラハラ司教時代には Descripción Geográfica de los 
Reynos de Nueva Galicia を、プエブラ司教時代には Memoriales del Obispado de Tlaxcala
を残した。 
(41) 「いと尊き、霊的主であられる導師 yn cenca mahuiztililoni teoyotica tlahtohuani 
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(43) カスタはポルトガル語のカーストと同じ語源。「メスティソ」も広義では様ざまな混血を
意味することがあるが、本稿では「スペイン人と先住民の混血」という狭義でのみ使う。なお、
16 世紀後半と 17 世紀半ば、ヌエバ・エスパーニャの人口構成は以下のような試算がある。 
年 白人(1) 白人(2) 黒人 ムラート メスティソ 先住民 合計（人） 
1570 6,644 11,067 20,569 2,437 2,435 3,336,860 3,380,012 
1646 13,780 168,568 35,089 116,529 109,042 1,269,607 1,712,615 
「白人(1)」はスペイン人移民一世や一時滞在者；「白人(2)」はクリオーリョ 
Gonzalo Aguirre Beltrán, La población negra de México, p.234. 
(44) Chimalpáhin, Séptima Relación, p.228-9. 
(45) フワン・マルティンは、1592 年以降、高齢の統治官アントニオ・バレリアーノの補佐を
したほか、7 市の統治官を歴任した（Diario, p.78 他）。ハルトカン出身のヘロニモ・ロペスは
1599 年から 1608 年まで長期にわたり統治を任された（id, p.136 他）。3 人目はフワン・ペレ
ス・デ・モンテレイ（id, p.208 他）。ただし、彼らがメスティソであることを明かすのは、最
後の 1 人を除いて、それぞれのキャリアの後半や死後になってである。 
(46) Chimalpáhin, Séptima Relación, p.196-7. 
(47) Chimalpáhin, Diario, p.196-7. 
(48) チマルパインは、容疑者の逮捕、裁判、処刑の様子に加え、反乱が成功した暁に黒人た
ちが築こうとしていた社会の詳細まで記している。Chimalpáhin, op.cit., p.280-301. 
(49) Colin A. Palmer, Slaves of the White God, p.132. 
(50) Chimalpáhin, Diario, p.286-7 
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Summary 
 In the 16th century “criollo” was a discriminatory word that meant a black 
slave’s descendent born and brought up in Spain or America. It began to be 
applied to an American born Spaniard from 1570s on, also with degrading 
meaning. This new usage represents the sense of crisis in the face of the 
amazingly increasing criollos in the convents of all mendicant orders and 
churches in Mexico. 
 Chimalpahin began to use the term “criollo” in 1608, right before he wrote the 
“Historical Retrospective” in his “Diario”. And it was not just a coincidence. 
 Chimalpahin in his Diary treated only criollos who had obtained a high office 
in the Catholic Church and the colonial government. By doing so he wiped out 
the negative images of the word “criollo” and expanded its usage to the secular 
world. We see a kind of sympathy in his attitude toward the Mexican criollos 
but not toward black ones. His attitude was ambivalent and neutral toward the 
mestizos. Chimalpahin’s sympathy may have been a seed that would grow into 
the criollo patriotism in the second half of the 17th century. But also it was 
criticism against the Spaniards who underestimated the American born people ; 
criollos as well as natives. 
 
 
